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防災関係機関が一同に集合。
第３回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会

を開催します。

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づき、関係機関

と連携して、ハード・ソフト一体となった減災の取組を進めているところです。

タイムラインの策定に向け１０月１７日には第１回、１１月３０日には第２回検

討会を開催し、現状の延岡市における防災・減災に関する課題や不足事項等

を共有しました。課題の解決方法やより正確なタイムラインの策定にむけ、防

災関係者で集まり第３回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会を開催

します。

第３回の検討会では、年度内のタイムライン一次案策定に向け時系列に沿

った防災行動について、まとめを行い１次案の元となる素案を作成、また実際

に被害が発生時に行動をする際の課題の抽出などについて議論します。

○次第と参加機関

今回のタイムライン検討会は、前回好評だったプロジェクションマッピン

グを用い、台風による浸水状況を時系列に沿って視覚的に説明したのち、前

回のワーキンググループで出た意見のとりまとめを紹介したのち、３つのワ

ーキンググループ（避難 WG・交通インフラ WG・要配慮者の避難行動支援対

策 WG）でタイムラインの原案となる、時系列に沿った形の防災行動について
話し合いをを行います。
・次第（案）は別紙 -1、参加機関は別紙 -2、

検討会イメージ（プロジェクションマッピング）は別紙 -3 のとおり

開催日：１月１９日（木）
時 間：１３：３０～１７：００（予定）
場 所：延岡市 消防本部 ２ F 視聴覚室

（延岡市野地町5丁目２７６１）

※タイムラインについては、国土交通省のホームページ（http://www.mlit.go.jp/riv

er/bousai/timeline/index.html）で公表しています。

【問合せ先】

国土交通省九州地方整備局 延岡河川国道事務所

宮崎県延岡市大貫町１丁目２８８９ （電話（代表）：0982-31-1155）

技術副所長（河川） 志賀三智（内線204)

調査第一課長 小野富生（内線351）

機密性２情報



要 領（案）

開 催 日 時：平成 29 年 1 月 19 日(木) 13:30 ～ 17:00
場 所：延岡市 消防本部 ２ F 視聴覚室

○第３回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会

１． 開会挨拶 １３：３０～

２． 座長挨拶 １３：３１～

３． 前回 WG の振り返り １３：３６～

４． 被災シナリオの再確認 １４：１０～

（プロジェクションマッピング）

５． WG によるワークショップ １４：３０～

・WG 内の役割分担

・防災行動内容の洗い出し

・ワークショップのとりまとめ

６． WG 内の成果発表 １５：５０～

７． 全体意見交換 １６：３０～

８． 村上先生の総括 １６：４５～

９． 今後の予定について １６：５５～

１０．閉会挨拶

※時間は目安です。

機密性２情報
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■タイムライン参加機関
五ヶ瀬川タイムラインの関係機関の抽出

区分 九州地整
五ヶ瀬川

宮崎大学　村上教授

気象台 気象庁　宮崎地方気象台

宮崎県　危機管理局危機管理課

　　　　河川課

　　　　延岡土木事務所

　　　　延岡県立病院

　　　　東臼杵農林振興局

延岡市　総務部　危機管理室

　　　　都市建設部　土木課

　　　　都市建設部　都市計画課

　　　　健康福祉部　高齢福祉課

                    介護保険課

　　　　　　　　　　障がい福祉課

                  こども家庭課

　　　　教育委員会　学校教育課

　                  保健体育課

　　　　上下水道局　水道課

　　　　　　　　　　下水道課

警察 宮崎県警察　延岡警察署

延岡市消防本部　警防課

延岡市消防団

自衛隊 陸上自衛隊　第43普通科連隊

九州電力株式会社

西日本電信電話株式会社　宮崎支店

宮崎ガス株式会社　延岡支店

九州旅客鉄道株式会社

宮崎交通株式会社　延岡営業所

旭化成株式会社　延岡支社企画管理部

社会福祉法人　延岡市社会福祉協議会

延岡市区長連絡協議会

自主防災組織連絡協議会

延岡市防災士ネットワーク

大規模
民間事業者

防災関係機関

県

消防

インフラ事業者

交通事業者

市
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○視覚的イメージの把握

○検討会のイメージ

・前回WGの様子

　今回の検討会ではワーキンググループ（WG）を用いた検討を
採用しています。WGでは、ファシリテーターと呼ばれるWGの進
行・とりまとめ役を筆頭に参加者が話を聞くのみでなく参加者が
それぞれの意見を出し合う全員参加型の検討会です。

　今回の検討会では、プロジェクションマッピングを用いて立体
的にどこが浸水エリアかを見る事ができます。
※プロジェクションマッピングとは、映画館のような専用のスクリーンではなく、凹凸のある壁面や、建築物・家具など立体物の表
面にプロジェクターで映像を投影する手法。今回は延岡の地形を反映した模型に投影します。

別紙‐3

投影



○会場
場所： 延岡市消防本部　２F視聴覚室

（延岡市野地町5丁目２７６１）

駐車場： 延岡市消防本部　敷地内（下記写真部分）

※消防本部のパンフレット写真から

駐車場

延岡駅

会場

消防本部
延岡河川国道事務所

市役所

延岡ICより
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